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事業所の取り組み評価の指標として設定された「５つの評価指標」のうち、4つ以
上の項目を満たしていれば表彰事業所となる。

さらに、利⽤者の状態像が維持・改善した結果を、ADL維持等加算の仕組みを
通じて数値化し、上位10事業所が市⻑からの表彰＋報奨⾦の対象となる。

利⽤者の状態改善度合いをADL維持
等加算で⽤いられている「ADL利得
（※）」で評価
（※）…利⽤者のバーセルインデックスを６
か月の間隔で比較するなど一定の基準に基
づき算出した値

利⽤者の状態像の維持・改善

表彰事業所のうち、利
⽤者の状態像が維持・
改善した上位10事業
所は実際の表彰式で市
⻑から表彰状と報奨⾦
を授与

それ以外の事業所は、
岡山市からの表彰状を
郵送にて授与

表彰

表彰状
市⻑から授与

令和５年度デイサービス取り組み表彰事業

岡山市内デイ
サービス事業所
（およそ300事
業所）
○対象サービス
・通所介護
・地域密着型

通所介護
※それぞれ

予防サービスを
含む

５つの評価指標の収集（12
月時点）

３の指標（ADL維持等加算
の取り組み状況）を⽤いる事業
所については、６月と１２月に
バーセルインデックスによるアウト
カム調査を実施

５つの評価指標
１ 外部研修への参加状況

２ LIFEの活⽤状況

３ ADL維持等加算の取り組み状況

４ 機能訓練指導員の常勤換算人
数

５ 介護職員のうち、介護福祉士の常
勤換算人数

参加対象
事業所

事業所の取り組み指標

基本的な生活動作の状態（自分でできる、
部分介助必要、全介助必要など）を評価
する指標
1 食事 10点
2 ⾞イスからベッドへの移動 15点
3 整容 5点

・
・

9 排便コントロール 10点
10 排尿コントロール 10点

５つの指標で、事業所の取り組みを評価。指標を達成した事業所のうち、利⽤者像の維持・改善度合い
が上位の事業所に報奨⾦を交付

バーセルインデックス

取り組みの評価内容

BEST10

それ以外

表彰状

郵送

1位 30万円
2位 20万円
3位〜 10万円
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令和５年度 事業所の取り組み指標

評価指標 考え方 達成基準

１ 外部研修への参加状況

事業所が職員に対して、介護サービスの向上に寄与する研修にど
の程度参加させているかを評価します。

対象となる研修は次のとおりです。
• 認知症介護指導者養成研修、認知症介護実践リーダー研修、認知

症介護実践者研修
• 岡山市主催 介護職員スキルアップ研修（全4回を予定）
※介護職員スキルアップ研修については、１回の研修に何人出席しても、１
回と数えます。

全体で３回以上
参加

2 LIFE(科学的介護情報システム)
の活⽤状況 科学的介護推進体制加算の取得有無 取得有

３ ADL維持等加算の取り組み状況
利⽤者の状態改善度合いをADL維持等加算で⽤いられる「ADL利得」で
評価します。ADL維持等加算の申し出をしていること及び要介護者の利
⽤者全員のADL値を測定の上LIFEに⼊⼒していることが条件となります。

評価対象事業所
の平均値以上

４ 機能訓練指導員の常勤換算人数
理学療法⼠、作業療法⼠、柔道整復師、看護師等のリハビリ専門
職である機能訓練指導員の常勤換算人数で評価します。
※従業員勤務一覧表から算出します

評価対象事業所
の平均値以上

５ 介護職員のうち、介護福祉士の
常勤換算人数

専門的知識と技術をもって認知症や寝たきりのお年寄り、障害が
あるために日常生活を営むことに支障がある人たちに対し、身体
的、精神的⾃⽴を助けるために⼊浴、食事、排泄等の介護を⾏う
介護福祉⼠の常勤換算人数で評価します。
※従業員勤務一覧表から算出します

評価対象事業所
の平均値以上

下記の５つの指標は岡山市と市内事業所が協働して選定した「デイサービスの質を評価する指標」です。
デイサービス取り組み表彰事業では、５つの評価指標のうち、４つ以上の指標のを達成した事業所を指標達
成参加事業所として、表彰状を贈呈します。さらに、ADL維持等加算の仕組みを⽤いて評価した利⽤者の
状態改善度合いが⾼い上位10事業所については、市⻑からの表彰状と報奨⾦授与の対象となります。
※下表の指標のうち令和４年度からの主な変更箇所を⾚字としています。
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令和５年度 事業の流れ（予定）

令和5年 5月 市から介護事業所へ事業のご案内を送付

6月
バーセルインデックスによるアウトカム調査（１回目）

第１回 介護職員スキルアップ研修

7月 第２回 介護職員スキルアップ研修

9月 第３回 介護職員スキルアップ研修

11月 第４回 介護職員スキルアップ研修

12月 バーセルインデックスによるアウトカム調査（２回目）

令和6年 1月 質の評価に関する調査票の提出

3月 評価上位事業所の表彰式開催（岡山市⻑から授与）

下記流れは現時点での予定です。新型コロナウイルスの影響等により、変更する場合があります。
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令和５年度 介護職員スキルアップ研修 開催予定

回 日程 時間・場所 講師 内容

１ 6月20日
（火）

1５︓00 〜 1６:00
オンライン開催

公益財団法人 操風会
岡山旭東病院

菅田 節子 先生
新型コロナウイルス感染症への対応に

ついて

２ 7月19日
（水）

19︓00 〜 20︓30
岡山ふれあいセンター

（中区桑野）

社会医療法人 全仁会
倉敷平成病院
湧谷 陽介 先生

（仮）認知症への対応

３ 9月 未定 未定 （仮）介護ロボット

４ 11月13日
（月）

19︓00 〜 20︓30
岡山ふれあいセンター

（中区桑野）

一般社団法人
岡山県介護支援専門員協会

堀部 徹 先生
（仮）令和６年度介護報酬改定の展望

※ 新型コロナウィルスの影響等により、スキルアップ研修の⽇程及び内容が変更になる場合がございます。
あらかじめご了承ください。 4



上位10位の事業所には、訪問介護インセンティブ事業
と合同で表彰式を開催し、市⻑から賞状・奨励⾦を贈
呈しています。

表彰式の実施

訪問介護インセンティブ事業とセットで、表彰事業所を
紹介するパンフレットを作成し、関係機関への配布や
岡山市のホームページへ掲載します。

パンフレットの作成

《奨励⾦の内訳》
第1位 第2・3位 第4〜10位

30万円 25万円 10万円

《パンフレット配布場所》
 福祉事務所
 居宅介護⽀援事業所 等

〜事業所からの声〜
「デイサービス事業所が表彰される機会はほとんどないため、
こういった事業を実施してくれることは、デイサービス事業所に
とってとてもありがたい」

「この事業を実施してくれることで、利⽤者の状態像の維持
・改善を図ることに対するモチベーションアップに繋がっている」
など

〜事業所からの声〜
「自分の事業所をアピールできる機会は少ないので、この
パンフレットを作成してもらうことにより、事業所をPRできる
いい機会になっている」

「上位10位に⼊れなかったとしても、指標を達成すれば、
表彰状がもらえたり、パンフレットに掲載してもらえるので、
頑張る気持ちになれる」 など

（参考）令和４年度デイサービス改善インセンティブ事業

●●●●事業所
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岡山市は、平成25年2月に国の「在宅介護総合特区」の認定を受け、総合特区事業のひとつ
として「デイサービス改善インセンティブ事業」を実施しています。
この事業は、デイサービス事業所の介護サービスの質を、①ストラクチャー（体制）②プ

ロセス（経過）③アウトカム（成果）の3点から評価することで、事業所の介護サービスの質の向上、
利⽤者の状態像の維持・改善、将来負担の抑制を図るものです。
本事業は、平成26年度から実施し、その成果を国に報告してきました。平成30年度の介護報酬改定
において、通所介護への心身機能の維持に係るアウトカムを評価する「ADL維持等加算」が創設され、
令和３年度改定で拡充されるなど、国においても介護サービスの質を評価する取組が進んでいます。

本事業は下記スキーム図のように実施しています。
参加事業所に対して、まず外部研修への参加状況や認知症高齢者の受け⼊れ状況など、５
つの指標で、ストラクチャー・プロセスの評価を⾏います。指標を達成した事業所には、

利⽤者の状態改善の状況をバーセルインデックス調査の結果によりアウトカム評価し、上位10事業所
（以下で紹介）に奨励⾦を交付しています。また、DASCモデル事業を併せて⾏い、認知症の早期発
⾒・早期対応に努めています。

デイサービス改善インセンティブ事業

岡山市内 にある
デイサー ビス事
業所の約 半数が
事業に参 加して
います。

毎年12月時点で下記５
つの評価指標について、
指 標の 達 成 （ 3 つ 以
上）の可否状況で評価
を⾏います。

? の評価指標を達成し
た事業所を表彰し、事
業所名をホームページ
などで広く市⺠に公表
します。
また、このうち? の評
価の上位10事業所には、
市⻑から表彰状と奨励
⾦を交付します。

達成事業所数
令４ 53 平29 62
令３ 65 平28 72
令２ 59 平27 72
令元 66 平26 60
平30 64

５つの評価指標
１ 外部研修への参加状況

２ 医療機関との積極的連携(DASCモデル事業へ参加)

３ 認知症⾼齢者の受け⼊れ

４ 機能訓練指導員の常勤換算人数

５ 介護職員のうち、介護福祉士の常勤換算人数
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目的目的

しくみしくみ

参加事業所数
令４ 115
令３ 141
令２ 141
令元 147
平30 144
平29 158
平28 164
平27 153
平26 151

? の評価指標を達成した事
業所について、利⽤者の⽅
の状態改善の状況を、バー
セルインデックス調査の結
果で評価します。
毎年6月頃と12月頃の２回
調査を⾏い、点数の維持・
改善状況を比較します。

3311 表 彰

バーセルインデックス
１回目調査

バーセルインデックス
２回目調査

半年後
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玄関の “うらじゃ”面

ポラリスデイサービスセンター田中は、⾃⽴
支援介護の基本ケアを提供し、すべての日常
生活動作の基本である「歩くこと」を中心と
したご利⽤者様の改善に取り組み、「もう一

度歩けるようになること」を決してあきらめず、ご利⽤者
様のサポートをしています。

ポラリスデイサービスセンタ―田中
日本全国７0事業所 介護度改善実績 2,800名以上！ 介護保険からの卒業 700名以上！

お問い合わせ
〒700-0951 岡山市北区田中598-4
? 086-250-9238

上 位
事業所
上 位
事業所
上 位
事業所

私たちは
こんな

事業所です

私たちは
こんな

事業所です

事業参加 ストラクチャー・プロセス評価 アウトカム評価

北区

玄関の “うらじゃ”面

デイサービスセンターうかいでは、提供時間
内のすべてを機能訓練の場と位置付けていま
す。職員が役割を与えるのではなく、利⽤者
様⾃らが「探し求める」、また「役割の喪

失」防止を目指して、活動に取り組んでいただいています。

デイサービスセンター うかい
「できること」をいつまでも・・・

お問い合わせ
〒709-2136 岡山市北区御津紙⼯1410
? 086-726-0331

北区

私たちは
こんな

事業所です

私たちは
こんな

事業所です

玄関の “うらじゃ”面

2008年の開設から15年を迎えました。
アルフィック尾上では、お客様の「生活を元
気に」を目指して、スタッフ全員でリハビリ
のサポートをさせていただきます。お客様の

心に寄り添い、プラスワンのサービスを提供させていただ
きます。

デイサービスセンター アルフィック尾上
リハビリとおもてなしでお客様の生活を元気に!!

お問い合わせ
〒701-1212 岡山市北区尾上356-1
? 086-286-0533

上 位
事業所

上 位
事業所

私たちは
こんな

事業所です

私たちは
こんな

事業所です

玄関の “うらじゃ”面

「ご利⽤者様、ご家族様、社員の幸せ・満⾜
を追求し続けます。」
旬の食材を使⽤した⼿作りで出来⽴てのお食
事とアロママッサージは大変ご好評を頂いて

おります。温かく心地の良い雰囲気の中で、生き生きとそ
の⽅らしく過ごして頂きたいと思います。

地域密着型デイサービス・カモミール
社是「誠実」 社訓「謙虚さと尊敬の念を重んずべし」

お問い合わせ
〒701-0203 岡山市南区古新田81-7
? 086-239-1122

南区

私たちは
こんな

事業所です

私たちは
こんな

事業所です

上 位
事業所

北区



状態改善の状況をバーセ
ルインデックスで評価

アウトカム評価

バーセルを測定した利⽤者
ひとり一人の半年後のバー
セル点数の変化を以下のと
おり指数化し、事業所ごと
に平均を算出して順位付
けする
悪化・・・０点
維持・・・１点
改善・・・２点

表彰を⾏うとともに事業所
名を公表（ウェブ・パンフ）

BEST
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インセンティブ

それ
以外

表彰状市
⻑
か
ら
授
与達

成

岡山市内デイサー
ビス事業所（280
〜300）のおよそ
半数が参加

５つの評価指標の収集（12月時点）
評価指標のベンチマークを、５つのうち３つ
以上達成しているかどうかで評価する

５つの評価指標
１ 外部研修への参加状況
２ 医療機関との積極的連携（DASCモデル事業に

参加︓年1回利⽤者のDASC調査実施）
３ 認知症⾼齢者の受け⼊れ
４ 機能訓練指導員の常勤換算人数
５ 介護職員のうち、介護福祉士の常勤換算人数

参加事業所数

R3 141事業所

R2 141事業所

R1 147事業所

H30 144事業所

H29 158事業所

H28 164事業所

H27 153事業所

H26 151事業所

半年後

参加事業所 ストラクチャー・プロセス評価

基本的な生活動作の状態（自分でできる、部分介助必要、
全介助必要など）を評価する指標

1 食事 10点
2 ⾞イスからベッドへの移動 15点
3 整容 5点
4 トイレ動作 10点
5 ⼊浴 5点
6 歩⾏ 15点
7 階段昇降 10点
8 着替え 10点
9 排便コントロール 10点

10 排尿コントロール 10点

バーセルイン
デックス調査
（１回目）

Barthel Index バーセルインデックス

調
査
結
果
を
使
用

６
月

バーセルイン
デックス調査
（２回目）

12
月

達成事業所数
H29 62事業所
H28 72事業所
H27 72事業所
H26 60事業所

R3 65事業所
R2 59事業所
R1 66事業所
H30 64事業所

指標達成事業所数

表彰状
送
付

奨励⾦
1位 30万円
2・3位 25万円
4位〜 10万円

５つの指標で、ストラクチャー・プロセスを評価します。指標を達成した事業所のうちアウトカム評価が上位の
事業所には奨励⾦を付与します。また、DASCモデル事業で、認知症の早期発⾒・早期対応を図ります。

（参考）令和4年度デイサービス改善インセンティブ事業の概要

6
↑ 送付資料にて依頼させて頂いている調査は
こちらとなります。



（参考）令和４年度 ５つの評価指標

評価指標 考え⽅

１ 外部研修への参加状況
［延べ人数／職員数（常勤換算人数）］

事業所が職員に対して、介護サービスの向上に寄与する研修に
どの程度参加させているかを評価します。
対象となる研修は次のとおりです。

 キャリア段位アセッサー講習研修
 認知症介護指導者研修、認知症介護実践リーダー研修、認

知症介護実践者研修
 岡山市主催 介護職員スキルアップ研修（全４回を予定）
※介護職員スキルアップ研修については、１回の研修に何人出席しても、

１人と数えます。

２ 医療機関との積極的連携
［DASCモデル事業への参加の有無］

岡山市が実施するDASCモデル事業に参加しているかどうかを評
価しています。

３ 認知症高齢者の受け⼊れ人数
［実人数／利⽤定員］

岡山市が抽出した「日常生活⾃⽴度Ⅲ以上の認知症の高齢者」
の受け⼊れ人数を評価しています。

４ 機能訓練指導員の常勤換算人数
［常勤換算人数／職員数（常勤換算人数）］

理学療法⼠、作業療法⼠、柔道整復師、看護師等のリハビリ専
門職である機能訓練指導員の常勤換算人数で評価しています。
※従業員勤務一覧表から算出します

５ 介護職員のうち、介護福祉⼠の常勤換算人数
［常勤換算人数／職員数（常勤換算人数）］

専門的知識と技術をもって認知症や寝たきりのお年寄り、障害
があるために日常生活を営むことに支障がある人たちに対し、
身体的、精神的⾃⽴を助けるために⼊浴、食事、排泄等の介護
を⾏う介護福祉⼠の常勤換算人数で評価しています。
※従業員勤務一覧表から算出します

下記の５つの指標は岡山市と市内事業所が協働して選定した「デイサービスの質を評価する指標」です。
デイサービス改善インセンティブ事業では、５つの評価指標のうち、３つ以上の指標のベンチマーク（評価対
象事業所の平均値以上）を達成した事業所を指標達成参加事業所として、表彰状を贈呈しています。
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